～訪問リハビリの指定基準等について～
１　業務内容

訪問リハビリとは、居宅要介護者（主治医がその治療の必要の程度につき厚生労働省令で定める基準に適合していると認めたものに限る。）の居宅を訪問し、その心身機能の維持回復を図り、日常生活の自立を助けるために理学療法、作業療法その他必要なリハビリテーションを行うことをいいます（法第８条第５項）。
２　訪問リハビリの指定

訪問リハビリテーションの指定を受けるには、病院、診療所又は介護老人保健施設を開設していることが要件となります。
３　訪問リハビリの指定基準
【人員基準】
    ○　理学療法士、作業療法士、言語聴覚士
・　適当数を配置すること。
【設備基準】
　　○　事務室
　　　・　事業を行うために必要な広さの専用の事務室を設けること（業務に支障がないときは、訪問リハビリの事業を行うための区画が明確に特定されていれば足りるものとする。）

　　○　相談室
　　　・　利用申込みの受付、相談等に対応するのに適当なスペースを確保すること（相
談室が専用の部屋でない場合はパーテーション等で囲われている相談スペー
スを確保すること）。

　　○　必要な設備及び備品を備えること。

　　　・　手指を洗浄するための設備を備えていること。

